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土壌の種類と暗渠排水の影響について

門馬　　正　・　若生松兵衛　・浅野　岩夫

（宮城県鳥試）

1．　ま　え　が　き

土地改良工事は土地条件の改善によって労働生産性

の向上とか，土地生産力の増大に大きな役割を果たす

ものであるが，工事施行後においては土地条件の変化

に伴って土壌条件の変化が著しく，しかも新らたな状

態に達するまでに年々変化があるので，その間の肥培

管理，農械具の利用法，水利の調整等経過期間中ある

いは平衡後の環境条件に適応した技術が必要になって

くる。本報は排水の間題，特に暗渠排水が水田土壌に

及ぼす影啓とそれが水稲の生育生産にいかに反映する

か，泥炭水田と埴質グライ水田について調査試験した

結果から，暗渠排水に伴う土壌の変化と水稲生育生産

丑の変動等について2，5その特徴を報告する。

2．　試験地の特徴および

試験調査方法

第1表　　試験地土壌の理化学性状

調査試験した圃場は宮城県石巻市の北方約101h北

上川下流の新旧北上川に囲まれた桃生町の低湿地帯で

ある。標高がきわめて低くそのうえ紬排水路が狭小

で荒廃もはなはだしく，自然排水は不能であり降雨時

の排水はもちろん，低地泥炭地帯では平常の排水さえ

不良な地帯であり，昭和28年から59年にわたって

排水機閑の設置．排水路の新設改修ならびに暗渠排水

工事を実施した。このような排水改良を実施した地帯

に田和40年度より泥炭質土壌の水田（観音田）と埴

質系グライ土壌の水田（町浦）両水田を選定し，暗渠

排水に伴う土壌の変化と水稲の生育収丑との関係につ

いて対比しながら調査を実施した。

試験地土壌の特徴としては泥炭圧日工50m以下泥炭

層が介在し，その上層15～50（瀧が黒泥質土，埴質田

は仝層粘性のきわめて強い緻密な埴質土で27のⅥ以下

暗線灰色のグライ層の介在するグライ土壌強粘土構造

である。間試験地とも施肥丑はN】PXともにa当りC・7
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晦を標準とし，y増肥化泥炭田がa当り0・9Kg，埴質

田はa当り0．9Kg，1．1Kg，減肥は泥炭田のみa当り

0．5Kク，P増肥はa当り1．OKPとし，その他無窒素，

無燐酸，無加星を設け，晶踵はササニシキを供用し田

植を40年，5月28～27日，41年，5月19～20

日，42年，5月12～15日に実施した。

5．　調査試験結果

1．土壌の変化について

試験地設定前の昭和59年秋に調査した土壌断面形

乱土壌分析結果と昭和42年の試験終了秋に調査分

析した結果から土壌断面形態に現われた変化について
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SIc O土色の変化　　作　土＝　7．5Y5／1→7．5Y4／1
二暦日　＝上部7．5Y2／1→5Y4／2

下部7．5Y2／1→10YR2／1
三暦日　＝　2．5Y4／2→5Y S／1
二皆目　＝＝上部淡黄褐色の糸板状生成
作　土＝弱小塊状発達（含む程度）
二眉目　＝大塊状発達
作　土　＝　8・う11，二暦日＝12一⇒14

59年＝45口和，42年＝100m以下
二層目＝上部黒泥分解進み埴質化

○斑鉄の生成
○構造の変化

0硬度の変化
0湧水両の変化
○泥炭の変化

≡層目＝上部泥炭分解進み黒泥化
0秋期水稲刈取時における乾湿の変化

59年＝半湿田で脚が5の方位めり込む
42年＝半湿田で脚が仝々めりこまない

○土色の変化　　作　土＝　2．5Y5／2→10YR5／1
二暦日　＝　2．5Y5／2→10YR5／1
三層目　＝　7．58・Y4／1→7．58Y5／l

O班鉄の変化　　二眉目に黄褐色の膜状生成（富む程度）
○硬度の変化　　作　土＝　8→10
0湧水面の変化　59年＝‘8cm，42年＝100亡椚以下
0秋季水稲刈取時における乾湿の変化

59年＝半湿田，42年＝乾田

第1図　　土壌断面の変化

みると，第1回に示すとおりで泥炭田では59年に比

載して42年では排水により湧水面が低下し，土壌が

緻密となって作土および作土直下に土壌構造の発達が

見られた。また，土色は黄黒色から黒色または黄灰色

に変化した作土直下に新しい糸板状斑鉄の生成が見ら

れた。さらに下層の泥炭層では風化が進み作土直下の

黒泥は埴質化し，泥炭の上部は黒泥化した。それに対
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比して埴質田では泥炭田のような著しい変化は見られ

ないが，やはり排水によって湧水面が低下し作土直下

に膜状班鉄の生成が見られた。その外，秋の田面乾燥

程度も59年に比載して42年には乾田化が進み稲刈作業

等も能率的になった。

作土および作土直下より採仮した土壌の理化学分析

結果について見ると第2図に示すとおりで，泥炭田で
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第2図　　土壌理化学性の変化
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は灼熱損失畳が大きく減少し土壌容積重の増大が見ら

れた。それに対比して埴質田ではこれらの変化が顕著

に現われない。しかし，両水田ともにT－CかNH3－

が化成丑は低下の傾向を示し，また，ExCaや作土中

のFe203も低下の傾向があり，排水の影響が出てい

る。

両水田を比較して見ると，泥炭系土壌の場合には暗

渠排水を行なうと，土壌条件は物理化学的にも短期間

内に急激に著しい変化を生ずるが，埴質系グライ土嚢

の場合には暗渠排水によって土壌の変化は見られるが

その変化は泥炭田のように著しくほなく，緩慢で徐々

に変化が進行して行くようである。

2，水稲の生育収丑について

昭和48年より5カ年にわたって試験した結果，水

稲の生育状況について見ると40年は短梓少けつ型，

41年は生育遅延少けつ型，42年は長梓多けつ型で

あったが，5カ年を通じて倒伏の見られたのは泥炭田

では40年，42年に∴Ⅳa当り0．7Kグ以上，41年はy

O．9Kg以上が完倒しており，それに対して埴質田では

42年の長持多けつ型の年にⅣ0．9晦とN1．1Kgが倒

伏した程度である。また，茎程の伸長状況は両水田と

もにNの増肥に伴って旺盛となるが，特に埴質田の方

が暗渠排水後4年目になると封の増減による茎手引申長

が敏感になり，封の減肥によって短程になりやすい傾向

が見られた。また，茎数，掠数は両水田ともにNの増

肥に伴って増加が見られるが特に埴質田では暗渠排水

後5年目以降は封の減肥によって棟数減少が著しい。

収丑について見ると第5図に示すとおりで，わら重

名
区

第5図　　わら収量と玄米収最の推移

では両水田ともに下の増肥に伴って増加の傾向を示し

また，排水年次の経過につれて増しているが，玄米収

丑では泥炭田では40年がNO．5Kg，41年はⅣ0．9

晦，42年はNO．7Ⅹクが最高収丑を示し，それ以上の

y増肥は逆に減収を示した。また，埴賀田では5カ年

ともにy O．9Kクが最高収量を示しそれ以上の増肥はや

はり減収を招いている。Ⅰ）増肥について見るとわずか

ではあるが泥炭田が5カ年ともに増収を示し，埴質田

では効果が見られなかった。

両水田を比載して見ると泥炭系土壌の場合には，暗

渠排水を行なうと茎梓の伸長分けつが旺盛となり倒伏

の危険性がきわめて大きい。また，収丑の変動も大で，

施肥Ⅳ適最も非常に不安定になる。それに対比して埴

質素グライ土壌の場合には，暗渠排水によって茎程の

伸長，分けつが良好となり（泥炭田ほど旺盛にならず）

倒伏の危険性も少ない。また，収丑も年次の経過につ

れて徐々に増収が見られ，施肥勘適宜もあまり動かず

比我的安定している。しかしながら租質田の場合には

Nを液肥すると短程，少けつになりやすく，療数減少の

便向が明らかである。

乙　水稲のy吸収について

水稲のy含有率について見ると第2表のとおりであ

る。両水田ともに排水年次の経過につれてN含有率は

第2表　　水稲体N含有率（茎某）

（N】㌢KO．7鞄施用区）

年
8　 月 7　 月 7　 月 9　 月

2 5 ～ 2 7 日 ‘ ～ 8　 日 2 1 ～ 2 8 日 2 0 ～ 2 9 日

泥 4　 0 5 ．8 5 5 ．1 D 2 ．1 5 0 ．7 7

炭 4 1 Z 7 2 － 2 ．1 4 0 ．7 0

田 4　 2 2 ．7 9 2 ．4 d 1．1 7 0 ．8 0

埴 4　 0 5 ．5 4 2．9 0 1．8 8 0．d d

質 4 1 2 ．2 1 － 1．7 5 0 ．5 9

田 4　 2 2 ．8 7 2 ．2 0 0 ．9 8 0．5 8

低下の傾向を示しており，両水田を比載してみると泥

炭田がいずれの年にも高く，埴質田が低い。

4．　む　　　す　　　び

暗藁排水を行なった場合に水田土壌はどのような変

化を生ずるか，また，水稲の生育状況，生産丑にはど

のような影響を及はすか，泥炭系土塊と埴質系グライ

土壌について対比しながら検討した。

1．泥炭系土壌の場合には，暗渠排水を行なうと土

壌条件は形態的にも物理化学的にも短期間内に急激に
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著しい変化を示す。それに対比して埴質系グライ土壌

の場合には，土塀の変化は見られるがその変化は外見

的には泥炭系土壌のように急激に著しいものではなく，

緩慢である。

2・また，水稲の生育と収量については，泥炭田で

は，潜在窒素の有効化が大きくなり倒伏の危険が大きい。

年による不安定さが大きくこの土壌すなわち第1表に

示すような水田では，排水後4年目でもいまだ新しい

平衡状態に達していないきわめて不安定な条件になっ

ている。不安定ではあるが，わら重，収畳ともに漸増

の傾向と見られる。埴質田では明らかに増収の傾向が

あるが少肥の場合は穂教戒となっている。第1表に京

すような埴質田では数年にして排水による増収効果が

明らかに出て，かつ，N適量もやや大きくなったこと

が認められる。

以上は排水に伴う稲の板圏の条件の良化による根の

機能の良化，拡大が原因で水稲収丑水準向上の条件が

できつつあると見るべきであろう。泥炭と埴土では潜

在窒素の保有丑によって外形的に出る現象は以上のよ

うに異なるのである。T－Ⅳ0．5という高い土壌では

排水工事後4～5年ぐらいでは不安定さが続くのであ

る○　これが対策としては耐肥性の強い晶瞳の作付によ

り安定策を考えるもう一つの方法である。

重粘地水田に対する暗渠排水の効果について

佐々木　高　・　田口喜久治

（秋田県鳥試）

1．　ま　え　が　き

県内の主要稲作地帯は重粘土で排水不良に属するも

のが多く，収丑停滞の主要因と考えられる。横手盆地

仙南地区において昭和42年から2年間にわたって近

傍類似の非暗渠田を対照として，排水条件の改諷土

壌改良水管軌施肥法などについてその影響を検討

した。

2．　試　験　方　法

1・試験地および暗渠施工状況

（l）試験場所：仙北郡仙南村金沢西根

奥羽山脈に源を発して西走し雄物川に合流する旭川

のゆるやかな沖積扇状地である。

（2）暗渠施工状況

暗鼻排水工事は昭和40年から41年春にかけて実

施し，管径50mの土管を深さ1m，10aIこ2オ9

m間隔で埋設したもので経掛ま10a当り28000円～

55・0DD円であった。対照田は約180m南に離れた位置

に設けた。

（3）土塀の特徴とその変化

第1回の柱状図に示したが仁対照田は55亡沼より弱

グライ層．85‘Ⅶから完全なグライ層である。一方，

対照田　　　暗鮒、施工2印　　暗渠臥施工3朋
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第1図　　土壌断面とその変化

暗渠田は施工後2年目であるが40mから弱グライ軌

55cmからグライ層でどちらも仝層LiC～HCの重埴

土である。グライ層の位置は当初やや対照田が低く，

そのためもあって，これまで暗藁を施工していない．

化学性については爾田とも類似しているが，わずか

に対照区で風乾処理によるNH．－Ⅳ発生蕊が少ない傾


